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【「改革を進めること」と「県民の信頼を守ること」の両立】 

 

この日の総務常任委員会では、県庁舎の再編、職員の新しい働き方、公文書管理、県保有

情報の漏えい問題など、県政への信頼に関わる重要なテーマが議論されました。 

 

私が特に大切にしたのは、改革を進めることと、県民の信頼を守ることを両立させる視点で

す。 

 

県庁舎の再編では、耐震性に課題のある庁舎から職員を移すため、3 号館や生田庁舎、民

間オフィスなどへの暫定的な移転が進められています。私は、民間オフィスをどの範囲で探

しているのか、本庁との距離や移動時間をどう考えているのかを確認しました。当局からは、

距離、1 棟当たりの面積、予算を条件に探しており、特に部局が細かく分散しすぎないよう、1

棟当たりの面積を重視しているとの答弁がありました。 

 

また、オンライン会議やテレワークなど、DXを進めることは大切です。一方で、職場の人間関

係、新人職員の育成、部局内のコミュニケーションも行政の力を支える大事な要素です。そ

こで私は、DX と対面の良さのバランスを取りながら、最適解を見つけてほしいと要望しました。 

 

県保有情報の漏えい問題については、他の委員からも、削除要請、刑事告発、公益通報、

情報管理などをめぐって多くの質疑がありました。中田委員は、刑事告発の判断主体を確認

し、当局は「判断は県で行った」と答弁しました。門委員は、情報管理の実務やリモート環境

の整備状況を確認しました。庄本委員は、公益通報制度や職員が意見を言いやすい職場

づくりについて強く問い、越田委員は、県としての法解釈や制度基準を明確にすべきだと求

めました。大矢委員は行政資料の文言の論理性を確認し、浜田委員は法適用や公文書管

理の実務面を確認しました。山本委員は、庁舎再編を単なる建物の問題ではなく、神戸の

中心部全体のまちづくりとして考えるべきだと指摘しました。 

 

私自身は、情報漏えいによって被害を受けている方の苦しみを重く受け止める必要があると

考えています。同時に、表現の自由や報道の自由にも配慮しなければなりません。だからこ

そ、県には、公正で冷静で、県民から信頼される対応を続けてほしいと申し上げました。 

 

議会は行政をチェックする役割がありますが、ただ知事に感情的に反対するための場ではあ

りません。知事が進める改革であっても、良いものは前に進める。ただし、県民の信頼を損な

うことや、制度上問題があることについては、議会として確認し、必要な修正を求める。その

両方を果たすことが、二元代表制における議会の大切な役割だと考えています。 


